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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期

第３四半期連結
累計期間

第24期
第３四半期連結
累計期間

第23期 　

会計期間

自平成23年
３月１日
至平成23年
11月30日

自平成24年
３月１日
至平成24年
11月30日

自平成23年
３月１日
至平成24年
２月29日

　

売上高（千円） 6,579,2846,242,4958,825,224 　

経常利益（千円） 189,716 138,013 234,425 　

四半期（当期）純利益（千円） 132,674 73,982 165,267 　

四半期包括利益又は包括利益（千円） 128,805 72,313 163,931 　

純資産額（千円） 1,952,4691,967,7891,986,071 　

総資産額（千円） 4,036,7373,986,5103,269,339 　

１株当たり四半期（当期）

純利益金額（円）
16.13 8.99 20.09 　

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － 　

自己資本比率（％） 47.9 48.7 60.2 　

　

回次
第23期

第３四半期連結
会計期間

第24期
第３四半期連結
会計期間

　

会計期間

自平成23年
９月１日
至平成23年
11月30日

自平成24年
９月１日
至平成24年
11月30日

　

１株当たり四半期純利益金額（円） 9.99 0.55 　

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第23期第３四半期連結累計期間、第24期第３四半期連結累計期間及び第23期の潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第23期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定に当たり、「包括利益の表示に関する会計基準」（企

業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。

５．第24期第１四半期連結会計期間より潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定に当たり、

「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６月30日）及び「１株当たり当

期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年６月30日）を適用しており

ます。

当該会計方針の変更は遡及適用され、第23期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額について遡及処理を

行っております。　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

 (1)業績の状況

当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は6,242百万円（前年同期比5.1％減）、営業利益は138百万円（前年

同期比29.3％減）、経常利益は138百万円（前年同期比27.3％減）、四半期純利益は73百万円（前年同期比44.2％

減）となりました。

　　

　セグメントの概況は次のとおりであります。

＜キャラクターエンタテインメント事業＞

アミューズメント部門におきましては、多店舗展開するオペレーターを中心に、顧客ごとのニーズに即した商品

を提案することによってシェアの拡大を図りました。商品では、「ＡＫＢ48」「モケケ」「Ｍｏｊａ！」等のキャ

ラクターの売上が好調に推移しましたが、前年同期に人気であった「Ｂａｂｙ ＣＯＣＯ」や「すーぱーそに子」

等の反動により、売上高は2,862百万円とほぼ前年同期の水準となりました。

ＳＰ（セールスプロモーション）部門におきましては、出版会社をはじめとして、外食・食品・製薬等、様々な業

界からの受注を獲得できましたが、前年同期のような大型案件がとれず、売上高は562百万円（前年同期比26.0％

減）となりました。

ＥＣ（イーコマース）部門におきましては、自社オリジナルキャラクターである「でぶねこ」を中心に、他社と

差別化できる商品の開発にシフトしました。また、自社サイトに特化集中するために１サイトを閉鎖した結果、売上

高は30百万円（前年同期比55.3％減）となりましたが、自社サイトへの集客及び売上が改善されつつあります。

以上の結果、売上高は3,456百万円（前年同期比6.3％減）、営業利益は57百万円（前年同期比290.2％増）となり

ました。

 

＜キャラクター・ファンシー事業＞

当事業におきましては、大手コンビニエンスストア、家電量販店及びカード専門ショップに対する「ＡＫＢ48」

関連グッズの売上や、新たなヒットキャラクターが好調でありましたが、昨年まで大ヒットを記録した人気キャラ

クターの落ち込みが大きく影響いたしました。

以上の結果、売上高は2,180百万円（前年同期比3.2％減）、営業利益は109百万円（前年同期比42.4％減）となり

ました。

　

＜リテイル事業＞

当事業を運営している株式会社ナカヌキヤは、平成25年２月末をもって清算することが決定しており、それに

伴って商品の仕入を制限したため、「ナカヌキヤ」３店舗におきましては前年同期の売上高を下回る結果となりま

した。　

「SALAD BOWL」３店舗におきましても、上述のとおり、事業清算を見据えた店舗運営を行った結果、総じて厳しい

状況となりました。

以上の結果、売上高は605百万円（前年同期比5.1％減）、営業損失は45百万円（前年同期は18百万円の営業損

失）となりました。
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(2)財政状態

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ717百万円増加し、3,986百万円となり

ました。これは主に、東京新ビルの取得による土地の増加額273百万円、受取手形及び売掛金の増加額218百万円、商

品の増加額134百万円によるものであります。負債は、前連結会計年度末に比べ735百万円増加し、2,018百万円とな

りました。これは主に、買掛金の増加額303百万円、短期借入金の増加額300百万円、賞与引当金の増加額46百万円に

よるものであります。純資産は、前連結会計年度末に比べ18百万円減少し、1,967百万円となりました。これは主に、

利益剰余金の減少額24百万円によるものであります。

　   (3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

 (4)研究開発活動

該当事項はありません。 

 (5)主要な設備

前連結会計年度末において計画中であった重要な設備の新設について、当第３四半期連結累計期間に完成したも

のは、次のとおりであります。

会社名
事業所名

セグメントの名称 設備の内容 完成年月

当社
東京営業所

キャラクターエンタ
テインメント事業

土　地
建　物

平成24年５月
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,381,000

計 12,381,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年１月15日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式  8,359,103 8,359,103

東京証券取引所

大阪証券取引所

各市場第一部

単元株式数

   100株

計 8,359,103 8,359,103 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成24年９月１日

～

平成24年11月30日 

－ 8,359,103 － 440,948 － 471,887

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社エスケイジャパン(E02897)

四半期報告書

 5/17



（７）【議決権の状況】

    当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成24年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

　 平成24年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　133,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　8,177,300 81,773 －

単元未満株式 普通株式 　　48,003 － －

発行済株式総数 8,359,103 － －

総株主の議決権 － 81,773 －

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が900株含まれております。また、

「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権に係る議決権の数9個が含まれております。 

 ②【自己株式等】

　 平成24年11月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社エスケ

イジャパン

大阪市中央区上町

一丁目４番８号
133,800 － 133,800 1.60

計 － 133,800 － 133,800 1.60

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。　　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成24年９月１日から平成

24年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年３月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年11月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 775,960 778,762

受取手形及び売掛金 998,980 1,217,668

商品 339,147 473,261

未収還付法人税等 － 23,025

繰延税金資産 20,606 13,994

その他 82,959 80,273

貸倒引当金 △5,134 △7,507

流動資産合計 2,212,520 2,579,479

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 424,036 528,521

減価償却累計額 △162,244 △173,121

建物及び構築物（純額） 261,792 355,400

車両運搬具 11,823 12,929

減価償却累計額 △7,270 △9,287

車両運搬具（純額） 4,552 3,642

その他 65,639 85,323

減価償却累計額 △57,076 △64,313

その他（純額） 8,562 21,009

土地 266,356 539,494

建設仮勘定 84,400 －

有形固定資産合計 625,663 919,546

無形固定資産 16,472 76,581

投資その他の資産

投資有価証券 51,998 46,315

繰延税金資産 5,741 5,832

その他 372,940 369,087

貸倒引当金 △15,997 △10,332

投資その他の資産合計 414,682 410,903

固定資産合計 1,056,819 1,407,031

資産合計 3,269,339 3,986,510
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年２月29日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年11月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 537,731 840,831

短期借入金 350,000 650,000

未払法人税等 35,410 32,324

賞与引当金 37,482 83,664

資産除去債務 － 32,081

その他 176,273 243,950

流動負債合計 1,136,897 1,882,853

固定負債

繰延税金負債 692 117

役員退職慰労引当金 132,119 135,419

資産除去債務 10,085 －

その他 3,472 330

固定負債合計 146,370 135,867

負債合計 1,283,268 2,018,721

純資産の部

株主資本

資本金 440,948 440,948

資本剰余金 471,887 471,887

利益剰余金 1,105,241 1,080,520

自己株式 △51,200 △51,203

株主資本合計 1,966,877 1,942,153

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,597 872

繰延ヘッジ損益 228 208

為替換算調整勘定 △2,238 △2,162

その他の包括利益累計額合計 587 △1,081

新株予約権 18,606 26,718

純資産合計 1,986,071 1,967,789

負債純資産合計 3,269,339 3,986,510
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年11月30日)

売上高 6,579,284 6,242,495

売上原価 4,788,086 4,471,279

売上総利益 1,791,197 1,771,216

販売費及び一般管理費

給料及び手当 585,453 582,748

賞与引当金繰入額 82,930 83,664

退職給付費用 20,640 17,422

役員退職慰労引当金繰入額 5,442 5,385

その他 901,387 943,917

販売費及び一般管理費合計 1,595,854 1,633,138

営業利益 195,343 138,077

営業外収益

受取利息 159 237

受取配当金 1,538 1,680

その他 6,137 13,667

営業外収益合計 7,835 15,586

営業外費用

支払利息 2,978 4,457

投資有価証券評価損 2,210 2,978

その他 8,273 8,213

営業外費用合計 13,462 15,650

経常利益 189,716 138,013

特別利益

投資有価証券売却益 － 47,659

その他 3,760 192

特別利益合計 3,760 47,851

特別損失

減損損失 － ※1
 29,427

特別退職金 － ※2
 37,201

その他 6,221 －

特別損失合計 6,221 66,629

税金等調整前四半期純利益 187,256 119,236

法人税、住民税及び事業税 62,018 39,055

法人税等調整額 △7,437 6,198

法人税等合計 54,581 45,253

少数株主損益調整前四半期純利益 132,674 73,982

四半期純利益 132,674 73,982
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成23年３月１日
　至　平成23年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 132,674 73,982

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △3,589 △1,724

繰延ヘッジ損益 270 △20

為替換算調整勘定 △550 75

その他の包括利益合計 △3,869 △1,669

四半期包括利益 128,805 72,313

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 128,805 72,313

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
　　至　平成24年11月30日）　

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）　

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年11月30日）

────── ※１　減損損失

当社グループは以下の資産グループについて減損

損失を計上しました。

（１）減損損失を計上した資産グループの概要

用途及び場所 種　類 金　額

店舗 　 　

大阪市中央区 建物及び構築物　 27,335千円　

広島市中区　 工具、器具及び備品　 801千円　

広島市南区　 [有形固定資産 　

広島県呉市　 （その他）] 　

愛媛県松山市　 長期前払費用 1,291千円　

兵庫県尼崎市　 [投資その他の資産 　

　 （その他）] 　

　合　計 29,427千円　

（２）減損損失の計上に至った経緯

　収益性が低下し、事業整理の方針となったリテイル

事業に係る店舗資産について、その帳簿価額を回収

可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として

特別損失に計上しております。

　なお、回収可能価額は使用価値により測定しており

ますが、将来キャッシュ・フローが見込めないため、

零としております。

（３）資産のグルーピングの方法

　キャッシュ・フローを生み出す最小単位として、

キャラクターエンタテインメント事業及びキャラク

ター・ファンシー事業については事業全体を、リテ

イル事業については店舗をそれぞれ基本単位として

おり、遊休資産については個々の物件ごとに、減損損

失の認識の判定及び測定を行っております。

────── ※２　特別退職金

　特別退職金は、リテイル事業の整理に伴う早期退職

制度実施による特別割増退職金であります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。　

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年11月30日）

減価償却費 21,099千円 23,343千円

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　至　平成23年11月30日）

配当金支払額 

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月28日

定時株主総会
普通株式 49,351 6 平成23年２月28日平成23年５月30日利益剰余金

平成23年10月12日

取締役会
普通株式 49,351 6 平成23年８月31日平成23年11月18日利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年11月30日）

配当金支払額 

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月19日

定時株主総会
普通株式 49,351 6 平成24年２月29日平成24年５月21日利益剰余金

平成24年10月12日

取締役会
普通株式 49,351 6 平成24年８月31日平成24年11月16日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成23年３月１日　　至　平成23年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

  

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

キャラクター
エンタテイン
メント事業

キャラクター・
ファンシー　
事業

リテイル
事業

計

 売上高       

外部顧客への売上高 3,688,4952,252,721638,0676,579,284－ 6,579,284

セグメント間の

内部売上高又は振替高
20,517 176,483 － 197,000(197,000) －

計 3,709,0132,429,205638,0676,776,285(197,000)6,579,284

セグメント利益

又は損失（△）
14,743 190,401△18,646 186,4988,844 195,343

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額8,844千円は、セグメント間取引消去等であります。　

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。　

　　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成24年３月１日　　至　平成24年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）　

  

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

キャラクター
エンタテイン
メント事業

キャラクター・
ファンシー　
事業

リテイル
事業

計

 売上高       

外部顧客への売上高 3,456,0032,180,988605,5046,242,495－ 6,242,495

セグメント間の

内部売上高又は振替高
317,396 221,632 － 539,028(539,028) －

計 3,773,3992,402,621605,5046,781,524(539,028)6,242,495

セグメント利益

又は損失（△）
57,522 109,720△45,305 121,93716,140 138,077

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額16,140千円は、セグメント間取引消去等であります。　

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

　　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年３月１日
至　平成23年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 16円13銭 8円99銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 132,674 73,982

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 132,674 73,982

普通株式の期中平均株式数（株） 8,225,300 8,225,249

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため、記

載しておりません。

（会計方針の変更）

第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号　平成22年６月30

日）及び「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号　平成22年６月30

日）を適用しております。

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定に当たり、一定期間の勤務後に権利が確定するストック・オプ

ションについて、権利の行使により払い込まれると仮定した場合の入金額に、ストック・オプションの公正な評価額の

うち、将来企業が提供されるサービスに係る分を含める方法に変更しております。　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

平成24年10月12日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・・49,351千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・・６円

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・・平成24年11月16日

（注）平成24年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年１月10日

株式会社エスケイジャパン

取締役会　御中

有限責任監査法人 トーマツ

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 後　藤　紳太郎　　印　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 松　嶋　康　介　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エスケイ

ジャパンの平成24年３月１日から平成25年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成24年９月１日

から平成24年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成24年３月１日から平成24年11月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エスケイジャパン及び連結子会社の平成24年11月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

  （注）１．  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

        ２．  四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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